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　消費材を届けるまでに様々な方の手間がか
かっていること、遠洋で獲れた魚を安心安全に
届けるためには一切れずつ包材されている必要
性があることをよーく理解できました。カッター
の刃は２日ぐらいで欠け、細かい鉄の粉も飛ぶ
ため、冷凍のマグロは、食べる前に一度水でよく
洗ってから解凍するのがとても大事だそうです。
　最後に、社長の青木淳一さんにおすすめのマ
グロ解凍法を教えて頂きました。水でよく洗い、
食料保存袋に入れ、氷水で 20~30 分解凍をす
ると良いそうです。ぜひお試しください！

湘南生活クラブ　理事　木村　あかね
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見学を終えて見学を終えて
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水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
と
は
海
を
挟
ん
で
お
向
か
い
の
、
同
じ
三
崎
港
に
あ
る
丸
福
水
産
㈱
。

そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
た
「
め
か
じ
き
塩
麴
漬
け
」
の
生
産
現
場
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！
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上
顎
に
鋭
い
吻
が
あ
る
た
め
、
頭
を
落
と
し

内
臓
を
抜
き
、
三
崎
港
に
や
っ
て
き
ま
す
。

上
顎
に
鋭
い
吻
が
あ
る
た
め
、
頭
を
落
と
し

内
臓
を
抜
き
、
三
崎
港
に
や
っ
て
き
ま
す
。

神奈川県水産技術センターと
丸福水産（株）に行ってきました
神奈川県水産技術センターと
丸福水産（株）に行ってきました

も食べていこう！も食べていこう！

みんなでみんなで

海藻アカモクの育成の様子

ー50℃の冷凍庫で保管します。
作業する方は何度も外と行き
来をするため過酷です。

塩
麹
漬
け
に
さ
れ
た
め
か
じ
き
を
一
切
れ
ご
と
に
袋
に

入
れ
、
刃
の
破
片
が
混
入
し
て
い
な
い
か
金
属
探
知
機

で
検
査
し
ま
す
。

手作業で重さと血合いを調整
します。血合いは個体差が大
きいため、同じようなバラン
スになるよう調整をします。

職人がカッターを使っ
て、カチカチのめかじき
を綺麗に解体します。

皮を剥ぎ、加工できる
柵状になります。

共同購入政策委員会が、水産物を食べ続ける意味や価値を組合員へ伝えて利用につなげるために、
水産物の現状と市場の課題を学ぶ研修を行いました。
共同購入政策委員会が、水産物を食べ続ける意味や価値を組合員へ伝えて利用につなげるために、
水産物の現状と市場の課題を学ぶ研修を行いました。

ふ
ん

　
県
内
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は
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漁
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あ
り
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グ
ロ
、
キ
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メ
ダ
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あ
じ
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ワ
シ
、
た
ち
う
お
・
あ
な
ご
な
ど
の

水
揚
げ
、
わ
か
め
・
の
り
な
ど
の
生
産
を
し
て
い
ま

す
。
新
規
漁
業
就
業
者
は
毎
年
20
〜
30
人
程
い
ま
す

が
、
就
業
者
全
体
で
は
40
年
前
と
比
べ
6
割
減
少
、

5
割
以
上
が
60
歳
以
上
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
県
は
神
奈
川
県
漁
連
と
、
無
線
等
の
免
許
取
得

や
後
継
者
育
成
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
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に
よ
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獲
量
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の
変
化
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け
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の
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と
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県の水産業に対
する支援や研究
を行っています。

三崎口駅より車で15分、城ヶ島大橋
を渡ってすぐにあります。
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申込方法申込方法カンパカンパ
デポーデポー 班個配班個配
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2023年
5月･７月
2023年
5月･７月

2022年リフレッシュツアー

東京駅 駅舎前にて

伊地知副市長 表敬訪問の様子

※１ 

放
射
能
汚
染
に
不
安
を
抱
く
被
災
地
の
組

合
員
に
神
奈
川
で
過
ご
し
て
も
ら
う
企
画

※２「 

福
島
の
子
ど
も
と
知
る
権
利
を
守
る
活
動
」

と
し
て
２
０
１
２
年
よ
り
毎
年
実
施

約322万円約322万円

2022年度実績2022年度実績

2023年12月の共同
購入代金一括引落
2023年12月の共同
購入代金一括引落

提出締切提出締切
集    金集    金 10月の共同購入

代金一括引落
10月の共同購入
代金一括引落

集    金集    金

ＯＣＲまたはｅくらぶより、
６桁の番号で申込
ＯＣＲまたはｅくらぶより、
６桁の番号で申込

申込締切申込締切

キララ賞の
詳細はHPへ

一般社団法人
かけはし

9月22日（金）9月22日（金）

１口500円１口500円

被災地
と ともに

10月13日（金）10月13日（金）

広瀬さんご夫妻と黒岩県知事（手前）

９月情報ワークで配布するカ
ンパ申込用紙に必要事項を記
入して所属デポーに提出

９月情報ワークで配布するカ
ンパ申込用紙に必要事項を記
入して所属デポーに提出
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援
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の
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力
を
お
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し
ま
す
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復興まつり開催復興まつり開催
2023年11月18日（土）2023年11月18日（土）

パシフィコ横浜臨港パークにてパシフィコ横浜臨港パークにて

今年も東日本大震災・復興まつりを開催し
ます。「つながりは絶やさない、励まし合い
ながら、共に生きる未来をつくろう」をス
ローガンに、東北や生活クラブ生産者の美
味しい物産とともに集った人々と交流し、
復興と共生社会に向けたメッセージを横浜
の地から発信しましょう。

今年も東日本大震災・復興まつりを開催し
ます。「つながりは絶やさない、励まし合い
ながら、共に生きる未来をつくろう」をス
ローガンに、東北や生活クラブ生産者の美
味しい物産とともに集った人々と交流し、
復興と共生社会に向けたメッセージを横浜
の地から発信しましょう。

コーミ㈱のトマト
ジュース販売ブース
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ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
横
浜
市

で
は
一
般
社
団
法
人
か
け
は
し
と
日
ご
ろ
か
ら
関
わ
り
の
あ
る

泉
区
経
済
局
の
方
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
活
動
を
共
有
し
ま
し
た
。

オルタスクエア㈱の
丸太切り体験ブース

さがみさがみ
かわさきかわさき

湘南湘南

横浜北横浜北

横浜みなみ横浜みなみ
生活クラブ神奈川が取り組む活動を紹介します生活クラブ神奈川が取り組む活動を紹介します



母が組合員で、実家に帰ると食べ物はなん
でも生活クラブでした。私は自主上映の映
画を観るのが好きで、たまたま参加した有
機給食の上映会で生活クラブの理事の方
に出会いました。そこで誘いを受けたアッ
プサイクルアクセサリーの企画が楽しくて
「一緒に活動したい」と思ったことと、組
合員の方々から生活クラブの取り組みを
聞き、共感して加入しました。

加入のきっかけを教えてください

生活クラブに加入して、
暮らしに変化はありましたか？

● 2022年6月加入
柿崎  陽子さん

2位

甘みがあってもちもちしていて本当に
おいしいです。遊佐の交流会で生産
者さんに会い、ますますファンになり
ました。健康のために始め、
玄米が苦手な夫も「美味し
い、白米よりも好き！」と今で
は予約をし、お米を食べる機
会が増えました！

1位

ワインに合いそう！と購入し、あまり
の美味しさに感動しました。赤ワイン
と食べると贅沢で幸せな気持ちにな
ります。漬けてあるごま油も、バケッ
トと食べてしまいます。ごま油と塩だ
けでこんなにおいしくなるなんて、素
材が良いからこそだと思います。

寒天のおいしさに驚きました。
薬臭さがまったくない、自然な
味で大好きです。お店で食
べるよりもおいしく、常備も
できて最高です。食後のデ
ザートに、夫とアイスクリー
ムをのせてたべています。

3位

89 2023年 9・10月号 2023年 9・10月号

おすすめ消費材ベスト 3

庄内遊YOU米　胚芽精米5kg

0120-311-543  (月～金・祝　9:00 ～ 17:00)
エッコロ共済フリーダイヤル

問合せ

いつか映画会を開いてみたいと思っていたのですが、
企画もできる運営委員会に参加したことで実現でき
ました！今まではご近所付き合いがありませんでした
が、応援しあえる友人ができたことは本当に嬉しいで
す。食や環境問題の活動も楽しく、せっけん講座も受
け、洗濯から掃除までせっけんで済むようになりとて
も楽になりました。生活クラブでんきにも切り替え、
エネルギー問題にも興味を持つようになりました。

国産天草のあんみつ

材料(4人分)
万能だれ

❶ 鶏肉はフォークで皮目を刺し、★に
２時間漬ける。

❷ 炊飯器に米、裂いたきのこ、❶を順
に重ねて▲を加えて早炊きする。

❸ ❷が炊けたら鶏肉を食べやすい大
きさにカットし、ごはんと盛り付け
万能だれをかける。

ごま油の鶏肝コンフィ

もっとおいしく、もっと楽しく、生活クラブの消費材を
食べよう！ 組合員自慢のレシピを紹介します♪

作り方

みんなの レシピ

活動保障 編

　知り合いの組合員どうし、たすけあえる関係を
つくるしくみ「エッコロ共済」。3つの保障のうち、
今回は「活動保障」について紹介します。
　活動保障とは本人や家族が組合員活動に参加
するため、家事援助を他の組合員が代わりにする
ことや、活動中に起きた事故、盗難、破損などの費
用の保障をするしくみです。

困ったときはお互いさま

3つの保障
共同購入保障・生活保障・活動保障

選ばれた方には取材を行います。氏名・所属・顔
写真掲載OKの方のご応募をお待ちしています！

大募集あなたのレシピを

生活クラブ神奈川 みんなのビオサポレシピ 検索

現在募集中
のテーマ 春に食べたいレシピ

参加したい！ 何でもお問合せください私って加入している？

かわさき生活クラブ
かわさきコモンズ

無洗米 …………………………………… 2合
鶏もも肉　　　　　　　　　　　　　　 ２枚
★塩胡椒少 ・々万能つゆ大 1・ごま油大 1・
　おろし生姜小 1
舞茸 、しめじ、エノキ……………………各1パック
▲冷凍鶏がらスープ（50g）と水合わせて 2カップ
▲酒…………………………………………大 1

醤油 …………………大 3
オイスターソース ……大 1
砂糖 …………………小 1
酢 ……………………大 1
酒 ……………………大 1
ごま油…………………大 1
にんにく………………ひとかけみじん切り
ネギ……………………適宜みじん切り

毎月100円の掛け金で
つかって ひろげよう！

第3回

組合員活動中の保障で受けられるケア　ケアする人も依頼者も組合員です。

か き ざ き よ う こ

❶ 炊事、掃除、買い物、お弁当作り、託児、病院・幼稚園の送迎など
❷ 個人所有物の破損・盗難・紛失時の被害額の保障
❸ 通院・入院時の治療費の保障
❹ 対人対物事故で賠償責任が生じたときの治療費と修理費、新規購入費の保障
※費用の保障上限額はそれぞれ異なります

炊飯器 de
きのこたっぷりカオマンガイ
炊飯器 de
きのこたっぷりカオマンガイ

生活クラブを
通して友人が
増えました！

● 2004年3月加入

横浜北生活クラブ
すすき野デポー

礒辺 美樹さん
い そ べ み き

秋の味覚満載！
のレシピ

❶ 組合員活動に参加するため、子どもの
託児を他の組合員に頼んだ

❷ 組合員活動に
　向かう途中、
　自転車が
　破損した

❹ デポーフロアワーク中に
　台車からびんの消費材が
　落ちて数本破損した

❸ 運営委員会後に階段で転倒し、
　怪我をした。メガネも破損した

➡個人所有物の破損保障で
　上限1万円までの給付

➡対人対物保証で全額保証
　※申請の給付限度額は50,000円

➡事故補償で治療費2950円、
　メガネの金額52,800円のうち
　上限50,000円の給付

例えばこんな時

磯 辺
さ ん

「エッコロプラス」もあります！　詳しくは次のページへ

千切りにしたミョウガを水にさらす。
水気を切り、ざく切りにしたパクチー
と合わせて、塩胡椒、オリーブオイ
ル、ホワイトバルサミコ酢をかける。

紫キャベツを千切りにし、塩をかけ
しばらくおく。水気を絞りホワイト
バルサミコ酢と米酢を 1対 1でかけ
て冷蔵庫で冷やす。

紫キャベツのマリネ

大きく裂いたエリンギを小麦粉と水
でつくった液に潜らせパン粉をつけ
る。油で揚げ、バルサミコ酢をかける。

付け合
わせ

パクチーとミョウガのサラダ

卵不使用！
エリンギのカリカリフライ

生活クラブの自然な調味料を
重宝しています。バルサミコ
酢は手作りドレッシングやフ
ライにも愛用しています！

➡加入者の掛金からサポーターに一律2時間
までで600円支払われます。利用者が利
用料を支払う必要はありません

手助けしてくれる組合員の知り合いがいない方は

…

……………………………………



エッコロプラスでは、その他の日
常生活全般も含め保障します！

条件 組合員や家族の入院・
通院時など

内容 家事や共同購入品の
受取・デポーでの買い物

内容 左記＋日常生活全般

エッコロ共済の生活保障では家事
や共同購入の買い物・受け取りな
どをサポートします。

それに対し

子
ど
も
の
見
守
り
や

　
お
迎
え
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す

サポ
ーターの声

利用者利用者

コーディネーターコーディネーター

サポーターサポーター

賛同者賛同者

　エッコロプラスとは、エッコロ共済の「生活保障」のオプションで＋100円/月で加入できます。
　エッコロ共済と比べ、サポーターの組合員を自分で探さずに利用できます。

エッコロ共済にプラス100円/月 日常生活の困りごとをたすけあう

エッコロプラス

1．妊娠中もしくは小学校6年生まで※の子供がいる 
2．18歳以下の子供がいる母子/父子家庭
3．障がい児・障がい者が家族にいる(同居)
4．要介護認定者が家族にいる(同居・別居とも可)
5．加入者本人が70歳以上(独居者は65歳以上)

共済事務局フリーダイヤル

0120-311-543

いずれかの条件にあてはまる方が利用できます

※2023年度より利用対象が広がりました。

エッコロプラス
の

しくみ

　
両
親
の
家
に
転
居
し
1
年
。
76
歳
で
一
人

住
ま
い
、母
の
代
か
ら
組
合
員
で
す
。毎
週
消

費
材
の
受
け
取
り
と
、
庭
の
植
木
ゴ
ミ
の
搬

出
の
曜
日
が
留
守
日
に
な
り
ま
す
。

エ
ッ
コ
ロ
プ
ラ
ス
利
用
者

鎌
倉
市　
K
・
S

　
エ
ッ
コ
ロ
プ
ラ
ス
の
話
を
聞
い

た
時
、
困
っ
て
い
る
人
の
手
助
け

が
で
き
る
仕
組
み
だ
と
思
い
、
す

磯子コモンズ
戸田　和子

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
か
ら
3
年
間
、託
児
や
送
迎
、草
取
り

と
様
々
な
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
に
入
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。み
な
さ
ん
の
楽

し
ん
で
い
る
様
子
が
、報
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
企
画
で
会
っ
た
際
に
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。同
じ
消
費
材
を
食
べ
る
組
合
員
の
存
在
は
、信
頼
感
や
安
心

感
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
助
け
て
と
い
う
利
用
者
が
い
て
、サ
ポ
ー
ト
す
る
組
合
員
が

い
る
。そ
う
や
っ
て
地
域
で
た
す
け
あ
え
る
こ
と
は
、と
て
も
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。

　
私
自
身
忙
し
い
と
１
人
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
る
よ
う
な
気
持

ち
に
な
り
が
ち
で
す
が
、そ
れ
は
間
違
い
な
ん
で
す
ね
。私
が
不
安
で
も

一
つ
返
事
で
受
け
て
く
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
、「
あ
な
た
も
サ

ポ
ー
タ
ー
に
回
り
実
感
し
て
み
た
ら
？
」と
成
長
の
場
を
く
れ
た
先
輩
組

合
員
、相
談
に
の
っ
て
く
れ
た
様
々
な
人
の
繋
が
り
で
成
り
立
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
組
合
員
が
み
な
た
す
け
あ
え
る
仲
間
だ
か
ら
で

す
。こ
れ
か
ら
は
私
と
ま
た
違
っ
た
視
点
で
関
わ
る
人
が
出
て
き
た
ら
い

い
な
と
思
い
、後
任
者
を
探
し
な
が
ら
良
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

磯子コモンズ
赤塚　真由美

　例えば託児一つでも、
短時間お子さんと留守
番する場合や、数人で
連携して夕食から夜の
入浴までをサポートす
る場合もある。利用経

湘南生活クラブ理事
松本　泰子

　実際に行われている
組合員同士のたすけあ
いを身近に感じられま
した。内容は日常的な
事柄で、子どもの送迎、
家事支援やスマホの操

さがみ生活クラブ理事
渋谷裕子

ユニオン共済・たすけあい委員

現金給付現物ケア給付

エッコロ共済

エッコロプラス

生活クラブ共済 
ハグくみ

生活クラブ共済ケアサービス
ハグくみケア

たすけあい生活クラブの

活動報告を聞いて

6月22日

今回はコレ！

利用できる人

ユニオン共済・たすけあい委員

ユニオン共済・たすけあい委員

エッコロプラスを広げよう

問合せ

① 共済事務局に電話し、利用日の１週間前までに
利用申請をします

共済事務局

② サポーターを探します

③ 利用者のサポートに行きます

活動に参加できな
くても100円/月
でしくみを支える
ことができます

エッコロプラスフォーラムが
行われました！

暮
ら
し
を
支
え
て

　
も
ら
っ
て
い
ま
す

利用者の声
組
合
員
は

　
た
す
け
あ
え
る
仲
間
で
す

コー
ディネーターの声

　
エ
ッ
コ
ロ
共
済
で
消
費
材
の
受
け
取
り
を
、エ
ッ
コ
ロ
プ
ラ
ス
で
庭
木

の
ゴ
ミ
出
し
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
彼
女
と
は
長
い
お
付
き
合
い
な
の
で
、家
の
中
の
事
も

良
く
知
っ
て
い
て
、消
費
材
の
受
け
取
り
を
し
て
く
れ
た
際
は
そ
れ
ぞ
れ

食
品
を
納
め
、配
達
の
P
袋
の
回
収
準
備
ま
で
し
て
く
れ
ま
す
。日
常
の

困
り
事
を
相
談
し
、暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ
る
の
が
エ
ッ
コ
ロ
共
済
、

エ
ッ
コ
ロ
プ
ラ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。

エッコロプラスの
事例集はこちら

験者がサポーターになるなど、工夫次第で
こんなにも活動が多岐にわたるのかと感じ、
自分達の地域でも多くの組合員に伝えるこ
とで、活動に繋げられるのではないかと思
いました。2023年4月からは、小学6年生
までのお子さんがいる家庭が利用できるよ
う制度が改定されました。利用者・サポー
ター・賛同者の、ゆるやかなつながりを生む
このステキな取り組みがもっと発展していく
事を願っています。

作指南など、私にもできるものが多かったで
す。利用者の年代は幅広く、その後の世代間
交流や高齢者の生活の支えに繋がるなど、
一昔前は当たり前だったご近所のたすけあい
に発展している例も見られました。まさに
エッコロプラスが目指しているものですね。
　定期的に通信を出し、サポート依頼がない
ときはLINEグループで情報共有するなどの
工夫もみられました。地域のたすけあいを
もっと豊かにするために、サポーター・利用
者・賛同者で支えるエッコロプラス、今後の
ひろがりに期待します。

ぐ
に
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登
録
を
し
ま
し
た
。子
ど
も
の
見
守
り
や
保
育
園
の

お
迎
え
を
し
ま
し
た
。保
育
園
の
お
迎
え
は
、も
う
1
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー

と
隔
週
で
行
い
ま
し
た
。最
初
に
利
用
者
と
お
子
さ
ん
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、サ
ポ
ー
タ
ー
2
名
で
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と
で
安
心
し
て
お
願
い
し

合
え
ま
し
た
。今
そ
の
子
は
小
学
生
に
な
り
、時
々
習
い
ご
と
の
見
送
り

の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。依
頼
者
か
ら
は「
あ
り
が
と
う
！
」と
言
っ

て
い
た
だ
き
、お
子
さ
ん
と
は
お
喋
り
に
花
が
咲
き
、幸
せ
な
気
持
ち
に

な
る
サ
ポ
ー
ト
タ
イ
ム
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
ッ
コ
ロ
プ
ラ
ス
は
新
し
い
た
す
け
あ
い
の
仕
組
み
で
す
。賛
同
す
る

人
が
増
え
れ
ば
、サ
ポ
ー
ト
の
利
用
条
件
も
変
わ
り
ま
す
。助
け
て
ほ
し

い
人
が
よ
り
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
嬉
し
い
で
す
。

2023年 9・10月号11 102023年 9・10月号

組
合
員
の
参
加
で 

ひ
ろ
げ
よ
う 

た
す
け
あ
い

共
済
・
た
す
け
あ
い
委
員
会

♥♥
♥♥



滑
走
路
を
空
母
の
甲
板
と
見
立
て
て
離
着
陸
を
繰
り
返

す
「
タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
」。
米
海
軍(

横
須
賀
市)

の
空
母
出
港
が
近
く
な
る
と
厚
木
基
地
で
夜
間
訓
練
が

行
わ
れ
、市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
ま
す
。

※

米
軍
の
修
理
・
保
管
拠
点

補給廠の荒れ果てた返還区域。
放火があれば大きな火災になると懸念されています。

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
今
か
ら

戦
争
と
平
和
を
考
え
よ
う

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
1
年
半
。世
間
の
関
心

が
薄
ま
る
な
か
、親
子
で
平
和
を
考
え
る
企
画
を
開
催
し
ま
し

た
。東
欧
の
人
々
と
親
交
の
深
い
中
野
さ
ん
を
講
師
に
、日
本
へ
避

難
・
留
学
中
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
ま
し
た
。

イェギシャン・クリスティナさん(19歳)

東
欧
に
知
ら
れ
る
日
本

　
1
9
8
6
年
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
原
発
事
故

で
は
、放
射
能
汚
染
に
よ
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国

内
だ
け
で
74
の
村
が
消
滅
し
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
講
師
の
中
野
さ
ん
が
留
学
し
た
隣

国
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
、
国
土
の
7
割
近
く
が
汚

染
さ
れ
た
そ
う
で
す
。こ
の
よ
う
な
背
景
も
あ

り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
日
本
に
は

深
い
繋
が
り
が
あ
り
ま
す
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
博
物

館
に
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
後
の
平
和
を

祈
っ
て
日
本
語
で
連
帯
を
示
す
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
首

都
ミ
ン
ス
ク
に
仙
台
市
と
の
友
好
を
記
念
し

て
造
ら
れ
た「
セ
ン
ダ
イ
公
園
」が
あ
っ
た
り
、

議
会
の
隣
の
教
会
に
は
日
本
国
旗
が
掲
げ
ら

18
歳
で
様
変
わ
り
し
た
日
常

　
ゲ
ス
ト
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ
さ
ん
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

料
理
や
文
化
に
つ
い
て
、
ま
た
避
難
の
経
緯
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
2
年
2
月
24
日
朝
、
学
生
寮
で
友
人
に
起

こ
さ
れ
て
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
ク
リ
ス

テ
ィ
ナ
さ
ん
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
は
全
く
の
予

想
外
で
冗
談
か
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。
母
の
知
人
が

い
る
ス
ペ
イ
ン
に
家
族
と
車
で
逃
れ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
日
本
政
府
の
支
援
を
見
つ
け
て
一
人
で
来

日
。ロ
シ
ア
は
嫌
い
で
す
が
大
切
な
友
人
が
お
り
、祖

国
に
後
ろ
め
た
い
気
持
ち
を
抱
き
つ
つ
も
毎
日
連
絡

を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
避
難
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

支
援
の
情
報
な
ど
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
、
8
月
に

姉
に
会
い
に
一
時
帰
国
す
る
こ
と
な
ど
、
今
の
心
境

を
日
本
語
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
と
東
欧
の
繋
が
り
が
歴
史
的
に
あ
る
こ
と
、

ま
た
避
難
の
様
子
を
聞
き
、
こ
の
戦
争
を
よ
り
身
近

に
感
じ
ま
し
た
。今
、ロ
シ
ア
に
よ
る
核
兵
器
の
使
用

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
は
未
だ
に「
核
兵
器
禁

止
条
約
」を
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。様
々
な
立
場
の
人

に
、ど
の
様
に
伝
え
る
か
は
大
き
な
課
題
で
す
。対
話

を
通
し
て
、
平
和
を
考
え
る
活
動
を
拡
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

青色が「青空」、黄色が「黄
金の小麦畑」を表すウクライ
ナ国旗。肥沃な土地に恵ま
れた美しい国でした。

　家事をして、働いて、家族・友人と談笑して、そんな暮らしがこれからも続くはず。
多くの人がそう信じています。でも実は、日常と非日常は隣合わせではないでしょう
か。この夏、ユニオン環境・平和委員会では平和を考える2つの企画を開催しました。

厚
木
基
地
に
隣
接
す
る
公
園
は
、安
全
？

　

県
央
エ
リ
ア
に
あ
る
厚
木
基
地
・
キ
ャ
ン

プ
座
間
・
相
模
原
総
合
補
給
廠※

を
巡
っ
て
き

ま
し
た
。

　
初
め
に
訪
れ
た
「
大
和
ゆ
と
り
の
森
」
は

厚
木
基
地
の
隣
の
公
園
で
、
園
内
に
基
地
の

誘
導
灯
が
あ
り
、
至
近
距
離
を
飛
行
機
が
飛

ん
で
い
ま
す
。タ
ッ
チ
・
ア
ン
ド
・
ゴ
ー
と
呼

ば
れ
る
離
着
陸
訓
練
で
微
量
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃

料
が
散
布
さ
れ
る
た
め
、遊
具
を
毎
朝
拭
い

て
い
る
と
聞
き
驚
き
ま
し
た
。

　
騒
音
問
題
以
外
に
も
、
厚
木
基
地
で
は

2
0
2
2
年
９
月
に
人
体
に
有
害
な
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
「
P
F
O
S
」「
P
F
O
A
」

を
含
む
泡
消
火
剤
が
河
川
に
流
出
し
た
問
題

が
あ
り
ま
す
。
開
示
さ
れ
る
情
報
に
は
限
り

が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
不
安
は
拭
い
き
れ
ま

せ
ん
。

7/147/17
　
神
奈
川
県
に
は
12
ヶ
所
、約
1
7
4
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
米

軍
基
地
が
あ
り
、県
土
の
約
1
％
を
占
め
て
い
ま
す(

神
奈
川
県

H
P
よ
り)

。そ
ん
な
沖
縄
に
次
ぐ
第
2
の
基
地
県
の
現
状
を
知

り
、平
和
の
大
切
さ
・
市
民
に
よ
る
安
全
保
障
の
理
念
を
再
確
認

し
よ
う
と
、市
民
団
体
の
ガ
イ
ド
の
も
と
、米
軍
基
地
や
米
軍
返

還
地
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

ピ
ー
ス
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

（県
央
コ
ー
ス
）

神
奈
川
の
基
地
を
知
る

レ
ポ
ー
ト
：
さ
が
み
生
活
ク
ラ
ブ　
岡
田 

純
子

日
常
に
溶
け
込
む
基
地
問
題

　

在
日
米
陸
軍
司
令
部
・
米
陸
軍
第
1
軍
団(

前
方)

司
令
部
が
置
か
れ
る
キ
ャ
ン
プ
座
間
は
、在
日
米
陸

軍
の
中
枢
部
。有
事
の
際
は
真
っ
先
に
狙
わ
れ
る
可

能
性
が
高
い
と
い
い
ま
す
。
相
武
台
デ
ポ
ー
へ
向
か

う
の
に
近
く
を
よ
く
通
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
重
要
な

拠
点
だ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
相
模
原
総
合
補
給
廠
は
、
い
わ
ば
米
軍
の
物
置
で

す
。相
模
原
駅
と
矢
部
駅
の
間
、一
駅
分
の
約
1
9
7

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
占
め
、
本
当
に
広
い
！ 

西
側
の
敷
地

の
一
部
は
2
0
1
4
年
に
日
本
へ
返
還
さ
れ
て
い
ま

す
が
、用
途
が
決
ま
ら
ず
手
つ
か
ず
の
ま
ま
放
置
状

態
で
す
。

　
2
0
2
3
年
は
終
戦
か
ら
78
年
に
な
り
ま
す
が
、

今
で
も
戦
争
の
爪
痕
は「
生
き
て
い
る
」印
象
を
受
け

ま
し
た
。当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
風
景
が
本
当
は

と
て
も
不
自
然
な
こ
と
で
、
こ
の
負
の
遺
産
を
未
来

に
残
さ
な
い
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
戦
争
は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
1
人
で
も
多
く
の
人
に
平
和
の
尊
さ
を
伝

え
て
い
き
ま
す
。

あなたの日常は  「平和」ですか？

ほ
き
ゅ
う
し
ょ
う

親
子
平
和
企
画

＠
オ
ル
タ
館(

オ
ン
ラ
イ
ン
併
用)

レ
ポ
ー
ト
：
横
浜
み
な
み
生
活
ク
ラ
ブ　
谷
本 

治
江

中野 絢斗さん (26歳)
ウクライナの隣国／ベラルー
シへの留学経験がある。多
くの友人が困難な生活に
陥っていることから、日本で
ウクライナ支援活動を行う。

なかの けんと

れ
、長
崎
・
浦
上
天
主
堂
の
鐘
の
レ
プ
リ
カ
が

置
か
れ
て
い
た
り
し
ま
す
。

　
し
か
し
現
在
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
ロ
シ
ア
と

同
盟
関
係
に
あ
り
ま
す
。中
野
さ
ん
は「
こ
の

戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
に
は
国
際
世
論
の
力
で
、

ひ
と
り
ひ
と
り
が
当
事
者
と
し
て
周
囲
に
拡

げ
る
こ
と
が
大
事
」と
話
し
ま
す
。避
難
民
が

開
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
料
理
店
で
話
を
聞
い
た
り

募
金
活
動
に
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
次
世

代
へ
平
和
を
継
承
す
る
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ウクライナ国立ドニプロ大学1年生。2022
年6月に避難民として来日し、2023年4
月にフェリス女学院大学に入学。「ロシアの
侵攻前夜に作ったスープを、冷蔵庫に残し
たまま出てしまって気がかりです」

中野さんが持参した、
ウクライナのシンボル
のこん棒

講演のスライドより ウクライナの風景

講師

ゲスト

大和ゆとりの森

い
つ
も
の
暮
ら
し
か
ら
、
未
来
に
繋
が
る
ア
ク
シ
ョ
ン
を
!
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環
境
・
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委
員
会








